
 

 

 

 

 

 

 

学びの秋 

 ほんの少し前までは半そでで過ごしていましたが、ここ 2 週間ほどで一気に季節が進み、肌寒くなってきま

した。１１月も中旬を迎え、秋も深まってきました。子どもたちの学びも深まってきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

大楠の里 若木町ふれあい祭り 出演 

 １１月９日（日）に大楠の里若木町ふれあい祭りが行われ、たくさんの町民の皆さんが参加されて大変にぎや

かな祭りとなりました。午後のステージ発表では、３・４年生の合唱＆クラッピングと、５・６年生の若木大楠

太鼓の演奏発表を行いました。 

機材の不調により保育園の発表と順序が入れ替わり３・４年生の出番が早まるなどのトラブルがありましたが、

３・４年生の合唱は本当に観客に元気を与える素晴らしい歌声だったと思います。学級の人数は少ないのですが、

その分ひとりひとりが主役としてしっかり声を出し、活躍する姿は見事でした。 

また、５・６年生においては力強い太鼓の演奏と、美しい篠笛の音色が体育館に響き渡り、こちらも素晴らし

い発表だったと思います。６年生は運動会で披露した時と比較して、格段に上達していました。また５年生もこ

れまでの練習の成果をしっかり発揮して、素晴らしい演奏ができたことは大変うれしく思います。 

若木小学校の子どもたちの発表は、若木の皆様方に元気を与えたのではないかと思います。また、多くの観客

の前で緊張しながら演奏したことは、子どもたちにとって大変良い経験となりました。観客の皆様の温かい拍手

や保護者の皆さまの優しいまなざしに喜びを感じたことでしょう。 

学校目標「ふるさと“若木”を愛するたくましい若木っ子の育成」達成に向けた大きな一歩であったように思い

ます。今後とも、保護者、地域の皆様型のお力添えをいただきながら、地域とともに歩む学校として頑張ってい

きたいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

武雄市立若木小学校 学校だより          令和７年１１月２１日 №８ 

                               文責 校長  中原 嘉孝 

わかきっ子 
【学校目標】ふるさと“若木”を愛するたくましい若木っ子の育成 

～みんなでつくる・みんなで伸びる～ 

5 年生理科の実験  ４年生 算数科の発表 ２・３年生 生活科見学 

1・6 年生芋クッキング 



 

大楠のように生きる ～大楠のようにたくましく～ 

 １１月の全校朝会で子どもたちに次のような話をしました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 しっかりと地面に根を張った、力強い大楠のように、子どもたちも強くたくましく育って欲しいと願っていま

す。そのために良いことはたくさん褒め、正すべきことは厳しく指導しながら心の教育にも力を入れていきます。

ご理解ご協力よろしくお願いします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

みんなの表彰 ～おめでとう～ 

【学童美術展 地区審査会】     

平面の部 入選 

☆ １年生 高田 凌成さん  ☆ １年生 中尾 嵐太さん 

☆ ２年生 佐貫 歩野さん  ☆ ２年生 大宅 明里さん 

☆ ３年生 緒方 月希さん  

☆ ４年生 緒方 正宗さん  ☆ ４年生 山田 明歩さん 

☆ ５年生 乙成真結子さん  ☆ ５年生 原口日陽里さん 

☆ ６年生 古賀 拓真さん  ☆ ６年生 原口 宗汰さん  ☆ ６年生 丸田 元親さん 

【学童美術展 県審査会】 

平面の部 県入選           平面の部 県準特選 

☆ ２年生 宮副 巴留さん      ☆ ３年生 緒方 杏奈さん 

 

 

クスノキは、幹は太く、葉は一年中青々としていて、とても力強く生命力にあふれていて、まさに、「生

きる力」の象徴のような木です。 

 しかし、クスノキが大きくなるのには、とても長い時間がかかります。嵐の日も、雨の日も根っこをしっ

かり地面に張って、じっと耐えながら少しずつ成長していきます。その根っこは、もちろん見えません。で

も、見えないところで、木を支えています。 

 人も同じです。努力や思いやり、信頼といった「根っこ」は目には見えません。でもそれがあるからこそ、

夢に向かって頑張れたり、友だちと信じあえたりできるのです。テストの点数や、運動の記録のように目に

見えるものだけが大切ではありません。見えないところで続けている努力や、だれかを思うやさしさこそ、

人としての根っこを太く育てるのです。 

若木には日本でも有数の大きさを誇る自慢の「川古の大楠」があります。3000 年もの間生きている大き

な木があります。その木は、長い間、まちを見守り、人々を守ってきました。それは、根がしっかりとはり、

どんな時代の変化にも負けなかったからです。 

学校は、みなさんの心の根っこを大きく育てるための場所です。いやなことやつらいこともあるでしょう。

決められたルールを守りながらやることで窮屈さを感じることもあるでしょう。しかしそれらすべては、人

としての生き方を支える根っこの部分を育てるためにやっているのです。 

自分の中に「クスノキのような力強い根っこ」を育ててください。それは、挨拶を続けること、あきらめ

ずに努力すること、友だちを大切にすること。決まりを守って生活すること。そうした毎日の積み重ねが、

みなさんを強く、優しく、立派にしていきます。いつか大楠のように立派な大人になれるよう、毎日を大切

に頑張っていきましょう。 


